
47 

 

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     第３章 

     計画の基本的な考え方 
 

 

 第３章では、計画の基本理念や施策の取組方針、

施策体系など、計画の基本的な考え方を整理して

います。 
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１．基本理念 

 子どもは、生まれながらにして、一人ひとりが独立した人格を持つかけがえのない存在

であり、自らの力で未来を切り拓く存在です。そして、豊田市子ども条例に掲げた「安心

して生きる権利」「自分らしく生きる権利」「豊かに育つ権利」「参加する権利」は、子ども

が生まれながらに持っている基本的で大切な権利です。 

 本市では、これらの子どもの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくりを推進するた

め、妊娠・出産から子どもの自立までの一連の過程を切れ目なく、そして、社会全体で子

どもを育て、子育てを支える施策に取り組んできました。 

 子どもと子育て家庭を巡る様々な問題が顕在化する中で、改めて子どもの視点や子ども

との寄り添いを大切にした、子どもの権利保障に基づく施策の取組が重要となっています。 

 「子育ては親育ち」というように、親は子どもの成長とともに育っていくと考えられま

す。親が子育ての喜びを感じつつ、子育てにおける責任を果たすことができるよう、親自

身の子育てに関する学びや親同士の助け合いを促進するなど、「親育ち」を積極的に支援し

ていく視点が必要です。 

 また、親が子育ての不安や悩みを誰にも相談できず、孤立した中で子育てに向き合う「孤

育て」も問題となっています。「子育ち」「親育ち」への支援にあたっては、行政による支

援だけでなく、地域の住民一人ひとりが子育てに関する理解を深め、地域の子どもたちが

健やかに育つことを願って、身近な人々で子育てを支え合うことが重要です。また、企業

も地域社会の一員として、子どもの育成に関する一定の役割を果たすことが求められてい

ます。こうした地域で子育てを支え合うつながりは、青少年の健全育成においても重要と

なっています。 

 このような認識のもと、本市においては、子ども、親、地域など、様々な主体が互いに

支え合いながら「育ち合う」関係を充実させ、子どもにやさしいまちづくりを推進してい

くことを目指し、「子ども・親・地域が育ち合う 子どもたちの笑顔が輝くまち豊田」を基

本理念として掲げます。 
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子ども・親・地域が育ち合う 
子どもたちの笑顔が輝くまち豊田 
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２．施策の取組方針 

 本計画は、基本理念のもと、本市の子ども･青少年を取り巻く現状を踏まえた 5 つの「施

策の取組方針」に基づき、子どもの健やかな育ちと社会全体で子育てを支える施策を展開

します。 

 その中でも、本市の特徴でもあり、子どもの健やかな育ちの根幹を成す「子どもの権利

を保障すること」の実現に向けて、安心して子育てができる環境の整備、幼児教育･保育の

一層の充実、子育てしながら無理なく働くことができる環境の整備を図り、総合的な子ど

も･子育て支援に取り組みます。 

 

 

取組方針Ⅰ 子どもの権利保障 

 子どもは、一人ひとりが独立した人格を持つかけがえのない存在であり、その尊厳が守

られ、最善の利益を保障されるべき存在です。豊田市子ども条例で定められている、「安心

して生きる権利」「自分らしく生きる権利」「豊かに育つ権利」「参加する権利」の子どもの

権利が総合的に保障され、子どもの権利について、子どもを含めたすべての市民が十分に

理解し、子どもが幸せに暮らすことのできる社会の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子ども条例の認知度（市民意向調査） 

●「子どもの権利」が尊重されていると感じる人の割合（市民意向調査） 

●周りの大人や同級生などから、いやなことをされたり、言われたことがない人の割合 

（市民意向調査） 

●子どもの自己肯定感の向上（市民意向調査） 

●放課後児童クラブに参加していて楽しいと思う児童の割合 

（放課後児童健全育成事業利用者アンケート） 

●子どもの相対的貧困率（愛知子ども調査） 

＜評価指標＞ 
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50 

取組方針Ⅱ 安心して生み育てられる支援体制の充実 

 若年妊娠や子育てに自信がない、子育て仲間がいない保護者の割合が増加するなど、子

育て家庭を巡る様々な問題が顕著になっています。また、晩婚化、少子化及び核家族化が

進み、育児環境や家族の支援が変化し、妊娠・出産・子育てが難しい時代になっています。

安心して妊娠・出産・子育てができるように、妊娠期から子育て期にわたって切れ目のな

い支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

取組方針Ⅲ すべての子どもが必要な幼児教育と保育を受けられる環境づくり 

 男女共同参画社会の拡大、共働き世帯の増加などにより、０～２歳児の保育需要が拡大

しているため、働きながら子育てをしやすい環境づくりを進めていきます。また、延長保

育、休日保育などの多様なニーズが増加しており、こうした保育需要へ対応するため、保

育サービスの拡大を図ります。加えて、老朽化している設備の更新や園舎の改築・改修、

ライフスタイルの変化に合わせた環境整備など、園児がより安全・安心・快適に生活がで

きる幼児教育・保育環境の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●「出産、子育てがしやすいまち」として満足している割合（市民意識調査） 

●就学前児童のいる世帯のうち、子育てに自信がない市民の割合（市民意向調査） 

＜評価指標＞ 

 

●待機児童数（４月１日時点） 

＜評価指標＞ 
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取組方針Ⅳ 青少年の健全育成及び若者支援 

 人口減少や超高齢社会の進展など、次世代を担う子ども・若者を取り巻く環境は大きく

変化しています。このような社会を生き抜いていく力を育み、自立できるよう、地域や社

会との交流の機会や活動のきっかけづくりを行います。 

 また、女性の社会進出や共働き世帯の増加等により、放課後児童クラブに対する需要は

高まり、参加児童は年々増加しています。今後も引き続き、対象学年において安全・安心

に児童が過ごせる体制づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組方針Ⅴ 地域ぐるみによる子育て社会の創造 

 核家族化の進行や地域社会のつながりの希薄化により、子育てに不安を抱える保護者が

増加するなど、子どもが育つ家庭や地域の状況は変化し、複雑化しています。子どもが育

つ上で最も基本となる家庭における教育力を高めるために、地域と連携した取組を進めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の子どもたちの遊び場や放課後の居場所づくりに参画することについて（市民意向調査） 

●１年以内に、小・中学校の活動又は児童生徒とともに行う地域の活動に参加した市民の割合 

（市民意識調査） 

●ワーク・ライフ・バランス関連認証制度の取得事業所数（年度末時点） 

＜評価指標＞ 

 

●放課後児童クラブの待機児童数（５月１日時点） 

●地域行事に参加している割合（市民意向調査） 

●６か月以上外出していない中学生・高校生・青少年の割合（市民意向調査） 

＜評価指標＞ 
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３．施策体系図 
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子どもの権利保障 

(1)子どもの権利保障 

(2)子どもの孤困
こ こ ん

･救 済
きゅうさい

対策 

安心して生み育て 

られる支援体制の 

充実 

(1)妊娠中と出産後の親子の健康づくり 

(2)子育ての不安や負担の軽減 

すべての子どもが 
必要な幼児教育と 
保育を受けられる 
環境づくり 

青少年の健全育成 

及び若者支援 

地域ぐるみによる 

子育て社会の創造 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ (2)地域力を生かした家庭教育力の向上 

及び子どもの育成 

(3)安全･安心な子どもの生活環境の整備 

(1)保育需要への対応 

(2)良好な幼児教育･保育環境の確保 

(1)義務教育期の子どもの適切な支援 

(2)義務教育期後の青少年育成･若者支援 

(1)ワーク･ライフ･バランスの推進 

3 

基本理念 取組方針 施策目標 
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基本施策 

①子どもの権利の意識啓発 ......................... P56 

②虐待防止及び対応策の強化 ...................... P57 

③いじめ･不登校対策の充実 ........................ P58 

重点事業群/基礎事業 

①安心して妊娠･出産できる環境の整備 .......... P59 

②乳幼児の健康づくり ............................... P61 

【重点事業群】 

子どもの権利啓発の推進（Ⅰ、Ⅴ） 

・子ども、育ち学ぶ施設、保護者、市民及び事業者への

子どもの権利啓発を行います。 

子どもの孤困
こ こ ん

きゅうさいプログラム(Ⅰ～Ⅴ) 

・孤立や困りごとを抱える子どもたちに寄り添った適切

な支援や地域の大人や行政が共働でつながる支援ネッ

トワークを構築します。 

情報通信技術を活用した子育て支援サービスの充実 

（Ⅲ、Ⅳ） 

・育ち学ぶ施設において、情報通信技術を活用した事務

効率の向上と幼児教育・保育の質の向上を図ります。 

虐待防止及び対応策の強化（Ⅰ） 

・子ども家庭総合支援拠点や子育て世代包括支援センタ

ーを中心に、子育て家庭への支援や児童虐待の対応を

行います。 

待機児童対策（Ⅲ） 

・保育士の確保と保育士の働き方改革の実施などにより、

受入枠を拡大し、待機児童の解消を目指します。 

義務教育期後の社会参加活動の促進（Ⅳ） 

・若者の自立や成長を促すほか、地域や社会でその意欲

や能力を発揮できる環境づくりを行います。 

少子化への対応（Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ） 

・未婚の若者、子育て世代、シニア世代など対象を幅広

く捉え、子育てに伴う様々な負担感や不安感が軽減さ

れ、子育ての喜びを社会全体で分かち合うことを目指

し、出生数の維持・増加に向けて取り組みます。 

 

【基礎事業】（再掲含む） 

取組方針Ⅰ 16 事業 

取組方針Ⅱ 80 事業 

取組方針Ⅲ 16 事業 

取組方針Ⅳ 34 事業 

取組方針Ⅴ 30 事業 

 

①社会的支援を要する子ども･家庭への支援 .... P63 

②相談･情報提供等の充実 ........................... P65 

③経済的負担の軽減 .................................. P66 

①子どもの安全対策の推進 ......................... P67 

②子どもの遊び場の整備 ............................ P68 

③子育て世帯への生活環境の整備 ............... P68 

①幼児教育･保育施設の整備 ........................ P70 

②幼児教育･保育の質の向上 ........................ P70 

①ワーク･ライフ･バランスの理解の推進 ........ P77 

②企業の取組の促進 .................................. P77 

①親育ちの支援 ........................................ P78 

②子育ての仲間づくりや情報共有の場の提供 ... P79 

③世代間交流と地域力を生かした子育て支援 

活動の促進 .......................................... P79 

①待機児童の解消 ..................................... P69 

②多様な保育ニーズへの対応 ...................... P69 

①子どもの学び･育ちの支援 ........................ P71 

②放課後児童クラブの充実 .......................... P72 

①青少年の社会参加の促進と主体性の育成...... P72 

②青少年の活動の場づくり .......................... P74 

③青少年の悩みへの対応と非行防止 .............. P75 

④ニート･ひきこもりへの対応 ..................... P76 
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子どもの権利保障 
 

 子どもの権利は、何かの対価として与えられものではなく、子どもが生まれなが

らに有するものです。子どもを大人の附属物としてではなく、子どもを一人の人間

として認めることで、子ども目線に立ち「子どもにとって最もよいことは何か（子

どもの最善の利益）」を第一に考え、支援していくことが大切です。 

 子どもの成長には、年齢や発達にふさわしい環境が必要です。子ども自身が自分の

権利を大切にして尊重されるのと同様に、他の人の権利も尊重できるよう、子ども同

士や子どもと大人との間でお互いの権利を調整していくことが大切になります。 

豊田市子ども条例 
 

 豊田市は、平成 19 年 10 月、全国に先駆けて（愛知県内では初）、児童の権利に

関する条約（通称、子どもの権利条約）の理念に基づく「豊田市子ども条例」を制

定しました。 

 条例では、子どもにとって特に大切な権利として「安心して生きる権利」「自分ら

しく生きる権利」「豊かに育つ権利」「参加する権利」を定めています。いじめや虐

待、体罰などの禁止はもちろん、保護者、育ち学ぶ施設、事業者等の責務を定め、

社会全体で子どもの育ちを支え、“子どもにやさしいまちづくり”を推進していくこ

ととしています。 

 この条例は、子どもたちにわかりやすい表現を使用したり、「失敗しても再度挑戦

すること」を保障していることも特徴の一つです。 

 

 チルコは豊田市子ども条例のマスコットキャラクターです。 

 名前の由来は、「チルドレン」の「チル」と「子ども」の「コ」を

組み合わせたものです。 

 ニット帽は豊田市の花ひまわりの種、そこから出る双葉はひまわ

りの芽により、子どもの持つ可能性を表現しています。 
チルコ 




